
(57)【要約】

【課題】冬期の半身浴は上半身が冷えるのでそれを解消

し、ゆったり入浴出来る方法として、浴湯を供給する装

置を用いないで構造も簡単な上に上衣の重量も１００ｇ

前後と軽量で取り扱いも容易、かつ作成にもコストがか

からない上半身に着用する上衣を、軟質合成樹脂製で独

立気泡性の発泡体であるシート素材を用いて作成し提供

する。

【解決手段】上記素材の厚みは５～２０ｍｍ位のもので

、素材の身体に接する面が凹凸状、波状、菱状等肌との

接触快適感が得られる形状のもので上衣を作成し、外気

を遮断して身体と上衣の間に湯気を充満させてサウナ状

態を形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 独 立 し た 多 数 の 気 泡 を 有 す る 軟 質 合 成 樹 脂 製 の シ ー ト を 用 い て 、 半 円 形 の 後 身 頃 と
、 扇 形 の 右 前 身 頃 及 び 左 前 身 頃 と 、 短 冊 形 の 右 ま ち 及 び 左 ま ち と を 、 こ れ ら を 互 い に 接 合
し て 半 円 状 の 空 洞 を 有 す る 上 衣 を 作 成 し 、 更 に 後 身 頃 上 端 に 枕 部 材 を 取 り 付 け た 事 を 特 徴
と す る 半 身 浴 用 上 衣 。
【 請 求 項 ２ 】
左 右 前 身 頃 の 接 合 は 着 脱 自 在 の フ ァ ス ナ ー よ り 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 半 身 浴 用 上 衣 。
【 請 求 項 ３ 】
シ ー ト 内 面 の 身 体 に 接 す る 側 が 凹 凸 面 で あ る 請 求 項 １ 、 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 半 身 浴 用 上 衣
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 風 呂 に お い て 半 身 浴 す る 場 合 に 装 着 す る 、 半 身 浴 用 上 衣 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
家 庭 に お け る 入 浴 法 の 一 つ と し て 、 半 身 浴 は 良 く 知 ら れ て い る 。 こ の 入 浴 法 は 、 人 体 、 特
に 、 上 半 身 へ の 水 圧 付 加 を 軽 減 し 心 臓 に 負 担 を か け な い 故 、 高 血 圧 症 、 或 い は 、 心 肺 機 能
に 不 安 を 有 す る 高 齢 者 に 対 し て 推 奨 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 入 浴 法 は 、 浴 室 等 の
外 気 温 と 浴 湯 と の 温 度 差 が 大 き な 冬 場 等 に は 、 浴 湯 に 漬 っ て い な い 上 半 身 が 冷 え 、 入 浴 の
効 能 を 得 る 事 が 出 来 ず 、 反 っ て 風 邪 等 健 康 を 害 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 技 術 と し て 装 着 者 の 肩 か ら 胸 部 に か け て 装 着 さ れ る 装 着 具 で 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 素
材 を 使 用 し 、 表 材 と 裏 材 の 間 に 水 通 路 を 設 け て 、 モ ー タ ー で 温 湯 を 流 し 、 間 隔 を 置 い て 穴
部 を 設 け 、 穴 か ら 流 れ る 温 湯 の 部 分 を シ ャ ワ ー と し て い る 、 シ ャ ワ ー 付 き 加 温 装 着 具 が あ
る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 参 照 　 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 上 半 身 に 着 用 す る 被 服 と し て 、 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ナ イ ロ ン 、 ゴ ム 等 の 素 材 を ２ 重 に し て
袋 体 と し 、 表 材 と 裏 材 の 間 を ポ ン プ で 温 湯 を 流 す も の も あ る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 、 参 照
）
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の 構 造 の も の で は 表 材 と 裏 材 と の 間 に 水 路 を 形 成 し て 、 モ ー タ ー 、 及 び 、 ポ ン プ に
よ り 温 湯 を 循 環 さ せ る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ７ ５ ７ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ５ ６ ６
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 半 身 に 何 も 装 着 し な い で 半 身 浴 す る 場 合 、 浴 室 等 の 外 気 温 と 浴 湯 と の 温 度 差 が 大 き な 冬
場 に は 、 浴 湯 に 漬 か っ て い な い 上 半 身 が 冷 え て 入 浴 の 効 能 を 得 る 事 が 出 来 な い 。 上 記 を 解
決 す る 方 法 と し て 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ７ ５ ７ ２ 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ５ ６ ６ 等 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ７ ５ ７ ２ の シ ャ ワ ー 付 き 加 温 装 着 具 は 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 素 材 を 使 用 し
て い る 面 で コ ス ト も か か り 、 ボ ン プ で 湯 を 流 す と い う 構 造 も 複 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ５ ６ ６ の 座 浴 用 被 服 は 、 浴 湯 供 給 手 段 が 手 動 ポ ン プ で あ る の で 作 成
も 容 易 で な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-305263 A 2004.11.4



本 発 明 の 半 身 浴 用 上 衣 は 上 記 発 明 と 異 な り 、 「 温 湯 を 供 給 す る 装 置 」 を 用 い な い も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 従 来 の も の よ り 構 造 が 簡 単 で 、 一 枚 の 上 衣 の 重 量 が １ ０ ０ ｇ 前 後 と 軽 量 の 為 、 取
り 扱 い も 容 易 、 か つ 作 成 に も コ ス ト が か か ら ず 装 着 時 肌 と の 接 触 快 適 感 が 得 ら れ 、 圧 迫 感
も な い も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の と し て 第 一 の 発 明 は 、 互 い に 独 立 し た 多 数 の 気 泡 を 有 す
る 軟 質 合 成 樹 脂 製 の シ ー ト を 用 い て 、 半 円 形 の 後 身 頃 と 扇 形 の 右 前 身 頃 、 及 び 左 前 身 頃 と
短 冊 形 の 右 ま ち 、 及 び 左 ま ち と を 、 こ れ ら を 互 い に 接 合 し て 、 半 円 状 の 空 洞 を 有 す る 上 衣
を 作 成 し 、 更 に 後 身 頃 上 端 に 枕 部 材 を 取 り 付 け た 事 を 特 徴 と す る 半 身 浴 用 上 衣 を 提 供 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 二 の 発 明 は 左 右 前 身 頃 の 接 合 は 着 脱 自 在 の フ ァ ス ナ ー よ り な る 、 半 身 浴 用 上 衣 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 三 の 発 明 は シ ー ト 素 材 の 身 体 に 接 す る 面 が 凹 凸 面 で あ る 、 半 身 浴 用 上 衣 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 順 を 追 っ て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の シ ー ト 素 材 は 、 軟 質 合 成 樹 脂 製 の 独 立 気 泡 性 の 素 材 で 形 成 さ れ る 。 シ ー ト 素 材 が
独 立 気 泡 性 で あ る 必 要 性 と し て 、 素 材 を 水 に 浸 し て も 水 分 を 吸 収 し な い 点 で あ る 。 素 材 の
種 類 と し て は 、 商 品 の 梱 包 な ど に 用 い ら れ る 緩 衝 材 と し て の 多 気 泡 シ ー ト 、 も し く は ゴ ム
ス ポ ン ジ 、 発 泡 ウ レ タ ン 、 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 等 で あ る が 、 他 に ポ リ 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ナ イ ロ
ン で も 良 い 。 シ ー ト 素 材 の 軟 質 度 は 身 体 に 装 着 す る 為 、 自 由 な 形 状 に な り 得 る 事 が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の シ ー ト 素 材 は 、 例 え ば 商 品 の 梱 包 用 の ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム を 使 用 し た も の で あ
る 。 シ ー ト 素 材 の 厚 み は ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ 位 が 適 当 で あ る 。 本 発 明 に 使 用 し た シ ー ト 素 材 の 形
状 は 図 ６ の 形 状 で 気 泡 の 直 径 １ ４ が ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 　 、 高 さ １ ５ が ３ ～ ８ ｍ ｍ 位 が 適 当 で あ
る が 、 こ れ に 限 ら ず 身 体 に 接 す る 面 が 扁 平 で な い 凹 凸 状 、 波 状 、 菱 状 等 肌 と の 接 触 快 適 感
が 得 ら れ る も の で あ れ ば 良 い 。 そ れ ら は 素 材 を 重 ね 合 わ せ る 事 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
シ ー ト 素 材 は １ 重 で は 効 果 が 得 ら れ な い 場 合 は 、 ２ ～ ３ 重 に す る と 効 果 が 得 ら れ る 。 そ の
場 合 は 合 計 の 厚 み が ２ ０ ｍ ｍ 程 度 が 良 い 。 本 発 明 は 図 ７ の 様 に シ ー ト 素 材 の 凹 凸 面 を 中 合
わ せ に し 、 ２ 枚 重 ね た シ ー ト か ら 半 円 形 の 後 身 頃 ９ 、 扇 形 の 右 前 身 頃 １ １ 、 及 び 左 前 身 頃
１ １ と 短 冊 形 の 右 ま ち １ ２ 、 及 び 左 ま ち １ ２ と を 体 型 よ り 大 き 目 に 裁 断 す る 。 前 身 頃 首 部
は 首 回 り に ぴ っ た り す る 様 １ １ の 身 頃 部 の １ ０ の 部 分 を カ ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
裁 断 寸 法 の 一 例 を 示 す と 、 直 径 ６ ４ ｃ ｍ の 円 形 の シ ー ト か ら 後 身 頃 と 左 右 前 身 頃 を 裁 断 し
１ ｃ ｍ は 縫 い 代 と す る 。 ま ち 部 は 長 さ ４ ６ ｃ ｍ 、 巾 １ ５ ｃ ｍ で 同 じ く １ ｃ ｍ は 縫 い 代 と す
る 。 又 枕 部 は 長 さ ３ ５ ｃ ｍ 、 巾 １ ２ ｃ ｍ で 同 じ く １ ｃ ｍ は 縫 い 代 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
接 合 は 図 ７ 、 図 ８ の 形 態 で 縫 い 合 わ せ て も 良 い し 、 耐 水 性 接 着 剤 で 接 合 、 或 い は 高 周 波 ウ
ェ ル ダ ー に よ る 溶 着 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
縫 い 合 わ せ た 場 合 は 、 図 ７ の 様 に 凹 凸 面 を 中 合 わ せ に し て 縫 い 合 わ せ る 。 身 体 に 接 す る 面
の 右 前 身 頃 、 右 ま ち 、 後 身 頃 、 左 ま ち 、 左 前 身 頃 を １ 枚 と し て 縫 い 合 わ せ 、 外 気 に 接 す る
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面 も 同 様 に 一 枚 と し て 縫 い 合 わ せ た も の を 、 更 に 空 洞 を 有 す る 複 合 体 と し て 縫 い 合 わ せ る
。 こ こ で は 上 衣 は マ ン ト 、 又 は ケ ー プ 等 の 形 状 の も の を 例 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
後 身 頃 上 端 に 短 冊 形 の 枕 部 図 ９ を 取 り 付 け 、 ２ ～ ３ つ 折 り に し て 折 り 曲 げ た 位 置 を 後 身 頃
上 端 に 取 り 付 け た フ ァ ス ナ ー ２ １ と 枕 部 に 取 り 付 け た フ ァ ス ナ ー ２ ０ で 留 め る か 、 又 は 最
初 か ら 素 材 を 枕 状 に 作 成 し た も の を 取 り 付 け て も 良 い 。 尚 必 要 に 応 じ て 頭 巾 、 フ ー ド 等 を
付 加 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 衣 の 複 合 体 を 空 洞 に す る 理 由 と し て 、 縫 い 合 わ せ た 場 合 、 縫 い 目 か ら 湯 が 入 り 易 い の で
上 衣 を 使 用 後 乾 燥 さ せ る 時 、 水 分 が 切 れ 易 い 様 に し た 物 で あ る と 同 時 に 上 衣 の 厚 み を 調 節
す る 為 、 空 洞 の 間 に も う １ 枚 同 じ 形 状 の シ ー ト を 挿 入 出 来 る 様 に し た 物 で あ る 。 乾 燥 を 早
く し 、 シ ー ト の 厚 み を 調 節 す る 方 法 と し て 複 合 体 の 首 部 に 接 す る 左 右 前 身 頃 の 上 端 、 左 右
ま ち の 上 端 、 後 身 頃 の 上 端 を 縫 い 合 わ せ な い で フ ァ ス ナ ー で 開 閉 す る 方 法 も あ る 。 こ の 方
法 に よ る と 本 発 明 に 使 用 し た シ ー ト 素 材 の 複 合 体 で 満 足 が 得 ら れ な い 場 合 は 複 合 体 の 間 に
も う １ 枚 同 じ 形 状 の シ ー ト を 挿 入 し 、 外 気 温 の 差 、 体 温 の 差 、 年 齢 の 差 等 に 応 じ て 調 節 で
き る 。 又 複 合 体 で な く て も シ ー ト の 厚 み に も 応 じ て も 調 節 で き る 。 尚 そ の 場 合 は 枕 部 は フ
ァ ス ナ ー 等 の 留 め 具 で 着 脱 で き る 様 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
乾 燥 は 物 干 し に 干 す が 、 吊 り 下 げ た 時 に 複 合 体 の 間 に 入 っ た 水 分 が 切 れ 易 い よ う に 縫 い 代
の 一 部 を カ ッ ト す る 等 の 工 夫 を す る 。 素 材 が ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム の 為 、 熱 風 等 に よ る 乾
燥 は 変 形 す る の で 避 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
複 合 体 と し て 縫 い 合 わ せ る 場 合 は 半 円 形 の 後 身 頃 ９ を 二 枚 、 扇 形 の 前 身 頃 １ １ を 左 右 二 枚
づ つ 、 及 び 短 冊 形 の ま ち １ ２ を 左 右 二 枚 づ つ と 同 じ く 短 冊 形 の 枕 部 １ ３ を 二 枚 と し て 裁 断
し て も 良 い が 、 複 合 体 の 間 に 湯 を 入 り に く く す る 為 に 後 身 頃 は 円 形 に 裁 断 し た も の を 二 つ
折 り に し 、 前 身 頃 は 半 円 形 に 裁 断 し た も の を 二 つ 折 り に し て 、 又 ま ち 部 も 短 冊 形 の 原 形 の
倍 の 長 さ に 裁 断 し て 二 つ 折 り に し た も の を 縫 い 合 わ せ て 複 合 体 と す る と 、 浴 湯 に 接 す る 面
が 輪 の 状 態 に な る の で 縫 い 目 が 少 な く 、 湯 の 入 る 確 率 が 少 な い 上 に 上 衣 の 作 成 に も 効 率 が
良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
枕 部 は 後 身 頃 が 複 合 体 に な っ て い る の で 、 図 ９ の 様 に 後 身 頃 上 端 に 後 身 頃 の 身 体 に 接 す る
面 １ ７ と 、 外 気 に 接 す る 面 １ ９ と の 間 に 短 冊 形 の 枕 部 １ ８ を は め 込 ん で 、 １ ７ 、 １ ８ 、 １
９ 部 を 縫 い 合 わ せ 、 枕 部 を 丸 め て 後 身 頃 フ ァ ス ナ ー ２ １ と 枕 部 フ ァ ス ナ ー ２ ０ を 合 わ せ て
留 め る 。 又 乾 燥 を 早 く し 、 厚 み を 調 節 す る 方 法 を と れ ば 枕 部 は フ ァ ス ナ ー で 着 脱 出 来 る 様
に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
各 部 分 を 接 合 し た ら 左 右 前 身 頃 の 開 閉 は フ ァ ス ナ ー で 留 め る 。 フ ァ ス ナ ー の 種 類 と し て 、
ジ ッ パ ー 、 ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、 鉤 状 ホ ッ ク 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
半 身 浴 用 上 衣 は 身 体 に ぴ っ た り し た も の よ り 、 身 体 と 上 衣 と の 間 隔 が 身 体 の 前 後 と も あ る
も の が 浴 湯 の 湯 気 を 多 く 充 満 出 来 る の で 保 温 性 が 高 く 、 首 回 り は ぴ っ た り し た 方 が 、 充 満
し た 湯 気 が 逃 げ な い 為 保 温 性 が 持 続 す る 。 更 に 浴 湯 に タ オ ル を 浸 し て 絞 っ た も の を 首 に 巻
く と よ り 効 果 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
シ ー ト 素 材 は 、 身 体 に 接 す る 面 が 扁 平 で な い 凹 凸 状 等 で あ る 方 が 上 衣 が 身 体 に べ と つ か ず
、 肌 に 接 触 快 適 感 が 得 ら れ る 点 、 又 浴 湯 の 湯 気 を 扁 平 な も の よ り 多 く 充 満 出 来 る 点 、 又 上
衣 を 使 用 後 乾 燥 さ せ る 場 合 に も 扁 平 面 を 中 合 わ せ に し 凹 凸 面 等 が 外 側 で あ る 方 が 早 く 乾 く
点 等 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
半 身 浴 が 長 時 間 に な る 程 、 浴 湯 の 温 度 が 下 が る の で 、 そ れ に 伴 っ て 上 衣 と 身 体 の 間 の 温 度
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も 下 が る 。 従 っ て 追 焚 き 、 熱 湯 の 追 加 等 を し て 湯 の 温 度 は 出 来 る だ け 一 定 に 保 つ よ う に す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
外 気 温 の 差 、 体 温 の 差 、 年 齢 の 差 等 に よ っ て 上 記 に 述 べ た 方 法 で 上 衣 の 厚 み を 適 宣 選 択 出
来 る 。 実 験 に よ れ ば 浴 室 の 温 度 が １ ５ ℃ 位 で 浴 湯 の 温 度 が ３ ８ ℃ 位 で 入 浴 し た 場 合 、 何 も
装 着 し な い で 半 身 浴 す る と １ ０ ～ １ ５ 秒 で 上 半 身 が 冷 え る が 、 本 発 明 の 上 衣 を 着 用 し て い
る と ３ ０ 分 経 過 し て も 快 適 に 半 身 浴 出 来 る 。 但 し 半 身 浴 す る 時 は 上 半 身 を 濡 ら さ な い で 行
う 。 又 発 汗 を 促 進 す る 方 法 と し て 身 体 が 温 ま っ た ら 、 口 に 水 を 含 ん で ブ ク ブ ク す る と 汗 が
出 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
最 初 の ５ ～ ６ 分 位 熱 め の ４ ０ ℃ 位 の 湯 で 入 浴 し 、 額 に 汗 が で る 位 に 成 っ た ら 次 は 汗 を か か
な い 程 度 の ３ ８ ℃ 位 の ぬ る ま 湯 に ２ ０ ～ ３ ０ 分 位 漬 か る と 効 果 が 得 ら れ る 。 最 初 身 体 が 芯
ま で 温 ま っ て い る と 浴 室 の 温 度 が １ １ ℃ 位 で も 半 身 浴 用 上 衣 を 着 用 し て い れ ば ３ ０ 分 経 っ
て も 快 適 に 半 身 浴 出 来 た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
半 身 浴 中 に 上 衣 を 着 用 し て 、 前 身 頃 上 部 の フ ァ ス ナ ー を 開 け て 顔 を 上 衣 の 中 に 包 む よ う に
入 れ る と 顔 面 が サ ウ ナ の 状 態 と な り 、 顔 の 毛 穴 が 開 き 美 容 に も 効 果 が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 半 身 浴 用 上 衣 に よ れ ば 、 浴 湯 を 供 給 す る 装 置 を 設 け る 必 要 も な く 、 構 造 も 簡 単 で
、 し か も １ 枚 の 重 量 が １ ０ ０ ｇ 前 後 と 軽 量 の 為 、 取 り 扱 い も 容 易 、 か つ 装 着 時 肌 と の 接 触
快 適 感 が 得 ら れ 圧 迫 感 も 無 い も の で 、 従 来 冬 期 の 半 身 浴 に 抵 抗 が あ っ た も の が 快 適 に 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
半 身 浴 を ゆ っ た り と し た 気 分 で 出 来 る の で 人 体 、 特 に 、 上 半 身 へ の 水 圧 付 加 を 軽 減 し 心 臓
に 負 担 を か け な い 為 、 高 血 圧 、 或 い は 心 肺 機 能 に 不 安 を 有 す る 高 齢 者 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
血 液 が 心 臓 か ら 身 体 全 体 を ひ と め ぐ り し て 、 心 臓 に も ど る 時 間 が 運 動 時 で １ ０ 分 位 、 平 静
時 で １ ５ ～ ２ ０ 分 か か る と 言 わ れ て い る 。 半 身 浴 中 、 複 式 呼 吸 す る と 内 臓 の 働 き も 良 く な
り 、 又 半 身 浴 に よ っ て 交 換 神 経 が 副 交 換 神 経 に ス ム ー ズ に 移 り 血 管 を 拡 張 さ せ て 血 行 が 良
く な り 、 冷 え 症 も 改 善 さ れ る 等 、 高 齢 者 に 限 ら ず 健 康 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 為 の 全 体 斜 視 図
【 図 ２ 】 後 身 頃 平 面 図
【 図 ３ 】 左 右 前 身 頃 平 面 図
【 図 ４ 】 左 右 ま ち 平 面 図
【 図 ５ 】 枕 部 平 面 図
【 図 ６ 】 シ ー ト 素 材 断 面 図
【 図 ７ 】 シ ー ト 素 材 接 合 説 明 図 　 （ 例 １ ）
【 図 ８ 】 シ ー ト 素 材 接 合 説 明 図 　 （ 例 ２ ）
【 図 ９ 】 短 冊 型 の 枕 部 材 を 丸 め て 枕 状 に し た 断 面 図
【 図 １ ０ 】 入 浴 時 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 後 身 頃
２ ． 右 前 身 頃
３ ． 左 前 身 頃
４ ． 右 ま ち
５ ． 左 ま ち
６ ． 枕 部
７ ． 枕 部 フ ァ ス ナ ー
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８ ． 前 身 頃 部 フ ァ ス ナ ー
１ ０ ． 　 切 除 部
１ ４ ． 　 シ ー ト 素 材 の 突 起 部 直 径
１ ５ ． 　 シ ー ト 素 材 突 起 部 高 さ
１ ６ ． 　 縫 い 目
２ ２ ． 　 入 浴 者
２ ３ ． 　 浴 槽
２ ４ ． 　 湯
２ ５ ． 　 フ ァ ス ナ ー 接 着 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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